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1. 中央快速線等へグリーン車サービスを導入する目的を明らかにすること。 

Ø 導入に 860 億円かかっており、年度収入 80 億円を見込んでいる。 
Ø 車両、社員、ＧＡ※が全て揃ってからサービスインとはならない。 
Ø ＴＡＳＣ※は全編成への導入完了後、本年９月以降実施。 
2. グリーン車サービスを運用開始するまでのスケジュールや車両運用方法を明らかにすること。 

Ø まずは停止位置目標の変更、ＴＡＳＣ導入と進めているが、詳細は決定次第お知らせする。 
Ø グリーン車連結編成と非連結編成が混在する過渡期での利用者への案内方法やＬＥＤ式発車標の

対応は検討中。グリーン車の取扱いは現在も本社と調整している。 
Ø ＧＡへの教育内容は把握していないが、他線区での実績を踏まえていると聞いている。 

Ø 車両運用は検討中。運用本数の増減は示せないが、仮に運用本数が減ってもグリーン車連結分の

定員増でカバーできる。 
Ø 車両数増加による要員については首都圏本部の所管だ。八王子支社が言える立場じゃない。 
Ø ＪＥＴＳ※の仕業時分は車両増加分を加味していると聞いているが、首都圏本部が契約窓口なの

で詳細はわからない。 
Ø トイレ故障時の対応方は調整中だ。列車編成変更の通告方法は本社の安全企画部門で調整していく。 
Ø 今後の教育は現車、机上の他、先に訓練を終えた社員には「思い出し訓練」を繰り返していく。 
3. グリーン車に乗務する社員及びその社員の運用方法を明らかにすること。 

Ø 列車ダイヤが決まってから運用方法を決める。ＧＡの運用、乗務範囲は本社・Ｊクリ※間で決定する。 
Ø ＧＡとの連携方法も検討をしているところだ。料金逋脱対策の要員についても本社・Ｊクリ間で

決めることだが、八王子支社としての考えは伝えるようにする。 
Ø 本体社員に車補※を持たせる考えはない。
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回答

グリーン車は主要５方面（東海道、中央、東北、常磐、総武方面）の中で順次導入してきたが、中央快速線等の

着席サービスに対するニーズが高いこともあり、中央快速線等へもグリーン車を導入することとした。

 
回答

2023 年度初より現車訓練等の教育・訓練は行っており、現在も必要な教育・訓練を実施している。 
なお、2024 年度末以降の営業開始に向けて準備を進めているところである。

 回答 クリーン車に乗務する社員及びその社員の運用方法については、現在検討中である。

これが「責任ある回答」とでも!?
   

※「グリーンアテンダント」の略

※「定位置停止装置」の略

※「ＪＲ東日本運輸サービス」の略。

※「ＪＲ東日本サービスクリエーション」の略。

※「車内補充権発行機」の略。

団体交渉を開催！


